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三重県では平成 19 年度に食品製造業者を対象に「三重県 HACCP 手法導入

認定制度」を制定し、事業者の自主衛生管理の促進を行ってきました。 

平成 23 年度から、より多くの事業者が参加できるよう制度を見直し、「三

重県食品の自主衛生管理促進制度」として、事業者の自主衛生管理を支援し

ています。 
平成 30 年６月に、食品衛生法が改正され、全ての食品等事業者に対し、

ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理が制度化されたことを受け、令和元年５月に、

再度制度を見直し、一部の申請手続きに期限を設けることとしました。 
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表 1. 三重県食品の自主衛生管理認定制度の対象施設 

営業許可

施設 

食品製 

造業 

・飲食店営業（仕出屋・弁当屋に限る） 

・菓子製造業（自動車営業を除く） 

・あん類製造業 

・アイスクリーム類製造業（ソフトクリームを除く） 

・乳処理業 

・乳製品製造業 

・食肉処理業 

・食肉製品製造業 

・魚肉ねり製品製造業 

・食品の冷凍又は冷蔵業（倉庫業を除く） 

・清涼飲料水製造業 

・乳酸菌飲料製造業 

・氷雪製造業 

・食用油脂製造業 

・マーガリン又はショートニング製造業 

・みそ製造業 

・醤油製造業 

・ソース類製造業 

・酒類製造業 

・豆腐製造業 

・納豆製造業 

・めん類製造業 

・そうざい製造業 

・缶詰又は瓶詰食品製造業 

・添加物製造業 

飲食店 ・飲食店営業（仕出屋・弁当屋を除く） 

届出施設 ・食品等製造施設 

※ HACCP 手法認定プログラムは、食品製造業及び飲食店営業の仕出屋・弁当

屋が対象 
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   清掃の実施記録を作成し、保存しましょう。 
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２ 洗浄・消毒手順書 

（１）洗浄・消毒箇所と頻度 

   機器、器具毎に、洗浄及び消毒の必要性を検討し、頻度を定めて計画を

立てましょう。 

  例）調理器具の洗浄：作業中は必要に応じて、熱湯消毒する。濡れていな

い器具についてはアルコール消毒も可とする。 

 作業終了後に潜在で洗浄後、煮沸又は熱湯消毒する。 

 調理台；作業終了後に洗浄後、アルコール消毒する。 

 冷蔵庫：休日前日の作業終了後に、アルコール消毒する。 

（２）洗浄・消毒担当 

   清掃を忘れず確実に行うよう、担当箇所毎、担当日毎など、担当者を決

めておきましょう。 

（３）洗浄・消毒の用具、薬品の管理 

   洗浄・消毒の用具や薬品の種類、数量、保管場所を管理しましょう。 

   特に薬品については、誤使用を防ぐため、各々の薬品に応じて保管箇所

と管理方法を定めましょう。 

  例）消毒薬については次のとおりとする 

    アルコール：消毒用エタノールを、アルコールと表示したスプレーに

分注し作業場内に置く。 

    次亜塩素酸ソーダ：１L容器に水○○ml、次亜塩素酸ソーダ○○mlを希

釈し使用する。容器は消毒薬保管庫に保管する。    

（４）洗浄・消毒の方法 

   薬品の使用を誤ると効果がないだけでなく、危険な場合もあります。 

   薬品の使用方法、洗浄・消毒の手順を明記しましょう。 

   分解が必要なものについては、部品の管理も決めておきましょう。 

   写真や図を活用すると、誰にでも解りやすくお薦めします。 

（５）洗浄・消毒の確認と不十分であった場合の措置 

   手順どおりに洗浄・消毒が行われたかの確認と、万が一不十分であった

場合の措置を決めておきましょう。 

（６）洗浄・消毒の記録 

   洗浄・消毒の実施記録を作成し、保存しましょう。 
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３ 廃棄物の保管および廃棄手順書 

（１）廃棄物の保管箇所 

   廃棄物の保管場所を決めておきましょう。 

   廃棄物（期限切れ、返品等含む）と廃棄物以外のものを同一箇所に保管

するときは明確に区別することが必要です。 

（２）廃棄物の保管方法 

   廃棄物に応じた保管方法、安全な保管の方法を決めておきましょう。 

（３）廃棄の方法 

   多くは産業廃棄物業者に依頼すると思いますが、廃棄の方法を明確にし

ておきましょう。 

   期限切れ、返品等の取扱い方法も明記しましょう。 

（４）廃棄の記録 

   産業廃棄物業者に廃棄を依頼した場合は、マニュフェスト類を保存する

ことが必要です。 

   また、可能な限り、内訳を明確にしましょう。 
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４ 製品の自主回収手順書 

（１）連絡体制 

   様々な原因が考えられますが、情報受理者から決定権限を有する方まで

の連絡体制を確立しておきましょう。 

  例）問題発生時 

    顧客クレーム、自社検査、保健所検査など 

  ↓ 

    報受理者 

  ↓ 

    製造課長（内線○○、休日は○○○－○○○○－○○○○） 

  ↓ 

    緊急会議（部長、製造課長、営業課長、担当者、その他必要な者） 

（２）回収の方法 

   速やかに対応できるよう、出荷先の連絡先、回収ルート、回収品の保管

場所、回収品の措置を決めておきましょう。 

  例）緊急会議で自主回収が必要と判断されたものについては、以下のとお

り自主回収する。 

    緊急会議で自主回収決定 

     ↓  

    出荷先へ連絡（営業部） 

     ↓ 

    必要応じ社告等を行う 

     ↓ 

    返品（返品先、方法については緊急会議で検討） 

（３）保健所への報告 

   「三重県食品の安全・安心確保に関する条例」第24条に該当する場合は、

保健所への報告が義務付けられています。 

   保健所への連絡体制を明記しておきましょう。 

  例）自主回収をする場合は速やかに保健所へ相談し、報告の必要性、措置

について指導を受ける。 

    ○○保健所衛生指導課 電話  FAX  

（４）回収終了後の措置 

   回収した製品が再流通しないための措置、顧客への対応について決めて

おきましょう。 

  例）回収した製品は、すべて廃棄とする。廃棄までの保管時は、他の製品

と混同しないよう明確に識別する。 




